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A 79・year-oldman visited our hospital for strangulation of the penis. There was local infection 

and necrosis on the penile skin. After debridement ofthe necrotic tissue and conservative therapy， we 
performed mesh skin grafting. Skin epithelialization was good after operation. 

(Acta Urol. Jpn. 48: 659-661， 2002) 
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緒 区コ

今回われわれは陰茎絞掘症およびそれによる皮膚壊

死に対し，保存的に治療した後に自家植皮術を施行し

た l例を経験したので，若干の文献的考察を加えて報

告する.

症 停4

患者:79歳，男性

主訴・陰茎腫脹，疹痛

既往歴:73歳時脳梗塞，高血圧症に対し内服治療，

74歳時変形性脊椎症， 78歳時白内障手術.精神疾患の

既往および痴呆はない.

現病歴:2001年10月15日，自宅トイレが工事中で使

えないことに腹を立て，発作的にそばに落ちていた長

さ2cmほどの水道管を陰茎先端に装着した.その後

抜去不能となり，自らペンチなどで切断を試みるも困

難であったため， 10月18日近医受診，同日当院紹介さ

れ，入院となった.絞掘中も排尿は少量ずつ可能で

あった.

入院時現症:体温 38.2
0

C，脈拍90/分.陰茎根部に

水道管による絞掘があり，その末梢には浮腫および血

行障害による腫脹を認めた.根部背側の皮膚にはペン
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チによると思われる表皮の挫滅を認めた.なお，これ

とは別に冠状溝には輪ゴムによる絞拒も認めた (Fig.

1).下着は膿性分泌物によって汚染され，悪臭を伴っ

ており，局所の感染が示唆された.

検査所見:末梢血および血液生化学検査では，白血

球 12，700/μ1，CRP 10.5 mg/dlと炎症所見を認めた

ほか， GOT 67 IU/l， GPT 89 IU/I， LDH 690 IU/ 

1， CPK 889 IU /1と上昇しており，局所の組織壊死

によるものと思われた. RBC 253X 104/μ1， Hb 8.5 

g/dl， Ht 23.9%と軽度の貧血を認めた.なお，入院

時の創部分泌物培養の結果は Enteroco仰 s]aecalisで

あった.

入院後経過:ベンチを用いて水道管を切断除去，輪

ゴムも用手的に除去し，同日腰椎麻酔下に局所デブリ

ドマンを施行した.肉眼上損傷および壊死は陰茎根部

背側の表皮にとどまっており，白膜および陰茎背動静

脈は正常であった.水道管はプラスチック製，内径

20mmX外径 35mmX長さ 22mmであった (Fig.

2) . 

その後は全身的に抗生剤を投与するとともに，局所

については尿による汚染を予防するため尿道カテーテ

ルを留置，ポピドンヨード消毒およびゲンタマイシン

軟膏，アルプロスタジル(プロスタンデイン⑧)軟膏

塗布を継続した.熱発は軽快し，末梢血および血液生

化学所見も徐々に正常化，倉Ij部からの膿性分泌物も減
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Fig. 1. Appearance of the penis at admission. 
It is strangu1ated by the water pipe 
and the rubber band. Skin necrosis 
and edema are seen. 

Fig. 2. Water pipe being removed from the 
patlent. 

少し，紫液性となった.しかし，創部は肉芽形成およ

び上皮化に乏しく，陰茎腹側の皮膚も壊死傾向を認め

たため， 11月15日再度陰茎腹側および根部全周のデブ

リドマンを施行した.

2回目のデブリドマンの後，創部からの分泌、物はほ

ぽ消失， 11月14日の創部分泌物培養にて Pseudomonas

aeruginosaであったものが， 11月25日の創部拭取物培

養では StaphylococcusePidermidisとの報告を得たため，

病原的意義は低く局所の感染コントロールは良好と判

断， 12月 l日腰椎麻酔下に自家植皮術を施行した.

手術所見:五mmel社製デルマトームを用いて左大

腿内側の皮膚を厚さ 0.5mm， 5X 10 cmの大きさで

剥離，これを1.5倍のメヴシ占として陰茎根部を全周

性に被覆し，十Oナイロン糸にて創縁を縫合した

(Fig. 3). 

術後経過:術後は経過順調，皮膚定着および肉芽形

成も良好にて12月13日全抜糸を行った (Fig.4). 12月

16日尿道カテーテル抜去排尿状態も良好にて12月20

日退院となった.

Fig. 3. Appearance at the operatlOn. 
skin grafting was performed. 

Mesh 
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Fig. 4. Appearance at discharge. Skin epi-
thelialization is good. 

考察

陰茎絞挺症は陰茎が異物によって絞掘され，陰茎の

循環不全のために腫脹，疹痛をきたす疾患である.循

環不全が著明な場合には，陰茎壊死，尿道痩，尿道狭

窄の合併も報告されている1) 陰茎絞掘症の本邦での

報告は，われわれの調べえたかぎりでは本例で103例

目にあたる.

堀永ら2)の報告によると，動機としては悪戯が最も

多く，ついで夜尿防止，失禁防止といった治療目的，

自慰，精力増強といった性的行為の順となっている.

本例については，本人は「むしゃくしゃしていてあま

りそのときのことはよく覚えていなしりとのことであ

り，広い意味では悪戯に含まれるかと思われる.

絞施物については，金属管，ナヴト.鋼鉄管といっ

た硬性絞拒物と，輪ゴムなどの軟性絞施物に分類さ

れ，頻度としては硬性絞施物が多いが，軟性絞施物の

方が包皮あるいは陰茎壊死といった合併症をきたす頻

度は高いといわれている3) 本例では水道管を装着し

てから解除までに3日間経過しており，また自らベン

チで皮膚を傷つけたことも陰茎根部の皮膚壊死の一因
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となったものと思われる.ただし，冠状溝にも輪ゴム

による絞把があり，本人の記憶がはっきりしないため

絞施期聞がどの程度であったのかは判然としないが，

絞担期間が長期にわたればやはり亀頭部も壊死に陥る

危険性は高かったと思われる.

一方，堀口ら4)は陰茎絞拠症から敗血症をきたした

例を報告しているが，本例でも入院時より熱発および

検査データ上の炎症所見を認め，また絞掘解除後もし

ばらくは膿性分泌物を伴っており治癒傾向に乏しく，

治癒までに時間を要する結果となった.本例のように

局所の感染を伴う例においては，適切な抗生剤の全身

投与，および局所の丹念な消毒による感染のコント

ロールが重要であると思われた.

また，植皮を要する陰茎絞拒症の報告は少ないもの

の5) 陰茎部の皮膚欠損に対しては，広範聞の欠損を

除いては，一般的にはメッシュ遊離植皮術が行なわれ

ている6唱) 西田ら9)は，陰茎部の植皮に対して陰嚢

皮弁を使用した例を報告しているが，血行が不安定で

治癒までに長期間を要したとしている.筆者ら 10)は

以前 Fournier壊痘に対して メッシム植皮術を施行

して良好な術後経過を得た症例を経験しており，本症

例においてもメッシュ植皮術を選択した.その結果，

術後の経過は非常に順調であった.本症例に関して

は，感染のコントロールに時間を要し，治癒までに約

2カ月の期聞を要したが，感染を伴わない例，あるい

は感染が充分にコントロールされた例においては，陰

茎絞施症に合併した皮膚壊死に対してのメッシュ植皮

術は有効な方法であると思われた.

結 主
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を施行した l例を経験した.本例は陰茎絞掘症として

は本邦103例目にあたる.
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